
 
 

 

 
 

 

１ ８月 23日に地域ボランティア活動を行いました 
東・西川登町の将来を担う川中生が、郷土の清

掃活動に参加することで、【よりよいまちづくり】

実現の意識を高めるために毎年実施している「地
域ボランティア活動」を今年度も行いました。 

１年生は両町に分かれて通学路のゴミ拾いを行

い、２・３年生は東・西川登町公民館、かんころ
の家、庭木神社、松尾神社、正一位神社、貴船神

社、内田天満宮、羽根木神社の合計９か所の清掃

活動に取り組みました。 
１年生は各自がごみ袋を持ち通学路を中心に地

域の美化のために熱心に活動しました。集まった

ごみの量や種類の多さに驚き、今後も地域を美し
く保ちたい気持ちを強く持ち、地域以外でも決し

てごみの投棄をしない！と実感したようです。 

２・３年生は担当した場所で３年生が責任者を
務め、協力して清掃から片付けまで責任感を持っ

て取り組みました。郷土の素晴らしさを再認識し

たり公共施設への感謝の念を抱いたりしていまし
た。今回のように郷土に触れることにより日頃気

付き難い郷土の魅力を肌で感じ取れたと思います。 

今後も、地域行事や伝統芸能に触れたり参加し
たりすることで、郷土「川登」の素晴らしさを実

感し【郷土愛の心】を深めてくれると思います。 

２ ８月 25日（日）に「親子ふれあい除草作業」を行いました 
降雨の中に早朝７時から川登中学校ＰＴＡ主催による「親子ふれあい

除草作業」を行いました。多くのＰＴＡの方々と川中生による 60 分間

の精力的な作業により運動場や校舎周辺がきれいになりました。「雑草
のごとくたくましく育て。」と言われますが、その通りと感じる程に育

った雑草を完全には取り切れていないのが悩みの種です。 

【環境により子どもは育つ】ともいわれますので大変感謝しています。 
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３ ８月９日の平和集会・平和学習で平和を祈る意思を新たにしました 
戦没者のご冥福を祈っての黙とう、「青い空は」の合唱、各クラスの

代表生徒による意見発表、平和の誓いの言葉、各学級でのビデオ視聴と

意見交流では、影まで燃え尽きる程の悲惨さ、両親や兄弟が命を落とし
た不幸、恐ろしい原子爆弾の悲惨さを再認識して平和の重要性を再認識

していました。そして、人々が幸せに暮らすためには何が必要なのか、

そのために我々ができることは何なのか、を考えていました。川中生は、
いろいろな考え方を聴くことで今後の生き方を再考して、今後の生活を

より良く過ごそうとする意識を抱いてくれたことと思います。 

４ 修学旅行と職場体験学習は 24～26日、職場見学学習は 25日に行います 

８月 28 日、朝５時の段階では被害の情報がなく、「修学旅行」「職場

体験学習」「職場見学学習」実施の判断に迷いましたが【生徒の安全確

保】を最優先して延期を決定しました。その後の状況を把握するにした
がって被害の甚大さに驚きとショックを覚えました。30 日に登校する川

中生に自宅等の状態を聴いたところ「裏山が崩れた」「近くの川が氾濫

しそうだった」「親戚の家が浸水したので心配した」「通学路に陥没があ
った」との話でした。川中校区には大きな被害がなかったことに胸をな

でおろすと共に近隣地域の被害の大きさに胸を痛める思いです。 

５ 今年３月、45 歳で現役を引退したイチロー選手の「準備」感 
数々の金字塔を打ち立てたスーパースターはいかにして生まれたの

か。イチローを独自の視点で追い続けてきた山本益博さんの話です。 
イチローさんを語る上で、外せないのが「準備」に関する話だ。私は年に

一度マリナーズのホームグラウンドまで足を運んで彼の姿を見に行っていた。
最初は彼の守備位置であるライトがよく見える一塁側の観客席に座っていた
のだが、ある時、ベンチの中で何をしているのかが気になり、三塁側の観客
席から双眼鏡で覗いてみた。すると、味方の攻撃中ほとんどベンチにいない
のである。守備を終えてベンチに戻ると、すぐロッカールームに降りていっ
てしまう。次のイニングに備えてストレッチでもしているのかと想像してい
たものの、本人に確認すると実際はそうではなかった。ロッカールームにア
ンダーウェアを十数枚置いてあり、毎イニング着替えているというのだ。そ
こで次の質問をしてみた。 

Ｑ「他の選手はやるんですか」⇒Ａ「いや、僕だけだと思います」 
Ｑ「どうしてやっているんですか」⇒Ａ「汗が冷えて次のイニングに体調

が変わるといけないので、用心のために着替えています」 
スポーツに留まらず、どの世界でも準備の大切さを語る人は多い。しかし、

ここまでやるかというくらいに準備に準備を重ね、怠らず徹底している人は
いないだろう。【なぜ準備をするのか】への彼の言葉が忘れられない。 

「言い訳を最小限にするため」 
「天才」といわれる人の【見えない準備感】を見習いたい、と思います。 
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